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I教師 Aの行動 その場の反応 後に見られた反応
「楽しい」教科指溝 理解されていると ②の行為から自己
① . 他の教師への悪口を話すよう促す いう感覚 否定につながる
いたずらを見逃す ． 教師に対する信用
児童の親と親密になる
② • 些細な行為（教師との意見の相違、 屈辱を感じる 教師の顔色をうか
全校集会への遅刻など）に対して長 ・ 涙を流す がう、教師の意見を






















































して被害者を1蒻つけることを、第 2次被害者化と定義した。さらに、第 1次、第 2次被害者化が被害
者人格に持続的に負の影響を及ぼすことを、第 3次被害者化と定義した。本稿では、第 2章第 2節に
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た。教師 Aの教え子（元クラスメイト）以外で、筆者がハラスメント被害を打ち明けた相手と、その
際に生じた第 2次被害者化の有無、直後から数か月後に筆者に見られた反応を以下の表にまとめた。
相手 第 2次被害者化の有無とその内容 筆者の反応













大学生複数人 「ごめん、笑い事じゃないと思 ・ 被害を軽視する
うんだけど」などと述べながら 被害経験を乗り越えたよ うな気
哄笑する 持ちになる
中学校教師 1人 筆者の発言を遮るようにして問 被害に疑惑的になる
かなVヽ 自分が場違いな存在であるよう
教師の苦労や努力の話を始める に感じる
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